
１．施設概要

施設名

所在地

サイトＵＲＬ

根拠条例

設置目的(設置時期)

指定管理者名

指定期間 施設所管課

２．総合的な評価

◆管理運営等の状況
　塚山公園では、里山の魅力と歴史を活かした公園づくりの実現に向けて、提案に沿った取組を行いなが
ら管理運営にあたっている。
　維持管理に関しては、サクラの樹勢回復のため樹木医による診断やテングス病の対策を行い、また園内
の枯れ木等の伐採を行ったほか、清潔な空間確保に向け、こまめな清掃や計画的な定期清掃を実施してい
る。
　利用促進に関しては、公園からの眺望を活かし、花火大会鑑賞会や初日の出を眺めるイベントを実施し
たり、サクラの開花状況をライブカメラで情報発信するなど、来園者を増やす取組が行われている。

◆利用状況
　桜の開花シーズンが天候不順や新型コロナウイルス感染防止の影響を受け、公園利用者数は対前年度比
で95.4％、目標達成率66.7％と大幅に減少しＣ評価となった。今後は繁忙期以外にもイベントを実施する
など、利用者数の増加に向けた更なる工夫が望まれる。

◆利用者の満足度
　利用者満足度調査の結果、上位２段階の回答割合が98.7％と高い評価を得たため、Ｓ評価となった。

◆収支状況
　概ね計画通りの支出状況であり、収支比率が101.04％となったため、Ａ評価となった。

◆苦情・要望等
　なし

◆事故・不祥事等
　なし

◆労働環境の確保に係る取組状況
　県による監査、労働基準監督署からの指摘事項はない。
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　利用状況がＣ評価、利用者の満足度がＳ評価、収支状況がＡ評価となったため、３項目評価はＢ評価と
なった。
　今後も、山野草や花木を保全する維持管理や里山の魅力を活かしたイベントの実施、ボランティアと連
携した公園管理等を継続するとともに、更なる利用者の拡大のため、公園情報の発信等の広報活動への取
組みが望まれる。

＜各項目の詳細説明＞

３項目評価 Ｓ：極めて良好
Ａ：良好
Ｂ：一部改善が必要
Ｃ：抜本的な改善が必要
※３項目評価とは、３つの項目（利用状況、利用者の満足度、収支状況）の
評価結果をもとに行う評価をいう

Ｂ



３．月例・随時モニタリング実施状況の確認

有 ・ 無

４．管理運営等の状況

〔　指定管理業務　〕

現場確認

実 施 日 特記すべき事項があった場合はその内容

月２回程度

随時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞにおける指
導・改善勧告等の有無

指導・改善勧告等の内容

月例業務報告
確認

遅滞・特記事項があった月 特記事項または遅滞があった場合はその理由

該当なし

事業計画の主な内容 実施状況等 実施状況に関わるｺﾒﾝﾄ

施設の維持管理
（１）植物の維持管理
・花木の良好な開花のため、サ
クラや梅への施肥を実施する等
適正な樹木管理に努める
・必要に応じて高木の剪定によ
る眺望の確保、危険木や枯損木
の土木事務所への報告や処理等
を行う
・山野草の生育状況の把握や手
作業による除草、採集禁止の周
知
・ボランティアと連携した園路
沿い等の花壇管理

（２）施設の維持管理
・展望台、四阿、園路等の巡
視、清掃、点検を適切に行う
・トイレは必要に応じて１日複
数回の清掃を実施
・年間維持管理計画表に基づく
維持管理の実施

（１）植物の維持管理
・数本のハルメキザクラの新
芽が枯死したため、樹木医に
よる診断を行い、原因究明を
行った。
・高所にあるサクラのテング
ス病の駆除を実施するととも
に、境界部の危険木を伐採し
た。
・アマナ、ニリンソウ、キッ
コウハグマ、フデリンドウ等
の保護の為、ロープ柵で立入
禁止区域を設定し、踏圧によ
る被害が及ばないように保護
を図った。
・中央広場、港の見える丘に
ある花壇において、花苗植付
を地元婦人会の協力により実
施した。

（２）施設の維持管理
・園内各所の巡視、清掃、点
検は適切に実施した。
・トイレ清掃は、サクラの開
花時期を中心に汚れがないよ
うに１日複数回の清掃を行
い、来園者からも高い評価を
得た。
・年間維持管理計画表に基づ
き、各種点検を適切に実施し
た。



〔　参考：自主事業　〕

利用促進のための取組
（１）利用促進について
・「塚山公園さくら祭」の際
に、イベント時の安全確保や清
掃等の協力
・「よこすか開国祭花火大会」
に合わせた花火鑑賞会の実施
・見晴台から初日の出を眺める
イベントの開催
・観音崎自然博物館と協力した
野鳥観察会、山野草観察会の開
催

（２）広報について
・動植物情報を掲示板などで紹
介
・関係機関とのネットワークを
活かし、幅広い広報媒体を用い
て集客を図る
・ライブカメラの設置を設置
し、桜の開花情報を発信

（１）利用促進について
・「塚山公園さくら祭」が天
候不順や新型コロナウイルス
感染防止の影響を受けて開催
中止となり、来園者が大幅に
減少した。
・港の見える丘付近にベンチ
等を設置し、「よこすか開国
祭花火大会」の花火観賞会を
実施した。
・元旦に園内の見晴台から初
日の出を眺める「初日会」イ
ベントを開催し、約350名の方
が参加した。
・春と秋に観音崎自然博物館
スタッフによる山野草の観察
会を実施した。

（２）広報について
・公園周辺にイノシシが出没
した為、市からの情報をHPに
掲載する等して、事故の未然
防止に努めた。
・各種情報誌、横須賀市への
情報提供を行うととともに、
協会が主催するフォトコンテ
スト等で公園を紹介し、広域
利用の拡大を図った。
・サクラの開花時期にあわせ
て、管理事務所にライブカメ
ラを設置し、ホームページで
リアルタイムの開花状況を発
信した。

地域と連携した魅力ある施設づ
くり
・地域、関係機関との協力体制
の構築
・各ボランティア団体等と連
携・協力の実施
・他の公園、周辺施設との交
流・連携
・企業、学校等への協力

・横須賀市や逸見観光協会等
と協力し、各種イベントを実
施した。
・協会が主催するフォトコン
テスト等において、他公園と
の連携を図った。
・昨年同様、近隣小学校児
童、保育園児にオリジナルボ
ンボリを作成してもらい、さ
くら祭にあわせて園内に飾り
つけを行った。

事業計画の主な内容 実施状況等



５．利用状況

目標値の設定根拠：

利用者数の算出方法（対象）：

※　原則は人数だが、施設の状況等により変更可能。単位を変更した場合はその理由

利用者数※ 52,865 40,268 38,426

対前年度比 76.2% 95.4%

評価 ≪評価の目安≫
目標値を設定し目標達成率で、Ｓ：110％以上　Ａ：100％以上～110％未満
Ｂ：85％以上～ 100％未満　Ｃ： 85％未満　目標値を設定していない場合は対
前年度比。
社会福祉入所施設と県営住宅については評価を行わないこともできますが、「目
標値」欄に代わりとなる数値（定員数等）があれば記載してください。

Ｃ

前々年度 前年度 令和元年度

提案書記載目標値

目視による計数から推計

目　標　値 55,472 56,550 57,600

目標達成率 95.3% 71.2% 66.7%



６．利用者の満足度

〔 サービス内容の総合的評価 〕

質問内容

実施した調査の配布方法 回収数／配布数 ／ ＝

配布(サンプル)対象

(複数回実施した場合は、平均値を記載。)

満足、不満に回答が
あった場合はその理

由

公園の管理運営状況を総合的にみるといかがでしたか

利用者に直接配布 77 77 100.0%

公園利用者

評価 ≪評価の目安≫
「満足」（上位二段階の評価）と答えた割合が、Ｓ：90％以上　Ａ：70％以上～
90％未満　Ｂ：50％以上～70％未満　Ｃ：50％未満
※評価はサービス内容の総合的評価の｢満足｣回答割合で行うＳ

満足度調査の
実施内容

協定に定めた調査内容 実施結果と分析
指定管理者による簡易アン
ケートは通年、詳細アンケー
トは年２回実施

本報告書では、県による休日３回、平日３回、
イベント１回の計７回調査の結果を使用する。
指定管理者による適切な公園管理により、利用
者から高い満足度を得ている。

サービス内容の総合
的評価の回答数 60 16 1 0 77

満足
どちらか
といえば

満足

どちらで
もない

どちらか
といえば

不満
合計不満

0

前年度の
回答数 47 24 1 1 73

回答率 77.9% 20.8% 1.3% 0.0% 0.0%

0

回答率の
対前年度比 121.0% 63.2% 94.8% 0.0%

前年度回答率 64.4% 32.9% 1.4% 1.4%



７．収支状況

〔　指定管理業務　〕 (単位:千円)

(単位:千円)

/ / /

0

前
々
年
度

前
年
度

評価 ≪評価の目安≫　収支差額の当初予算額：０円の施設が該当
収入合計／支出合計の比率が　Ｓ(優良)：105％以上　Ａ(良好)：100％～105％
未満　Ｂ(概ね計画どおりの収支状況である)：85％～100％未満　Ｃ(収支比率に
15％を超えるマイナスが生じている)：85％未満Ａ

収入の状況 支出の状況 収支の状況

指定管理料 収支比率利用料金 その他収入
その他収
入の主な

内訳
収入合計 支出 収支差額

決算 16,100 0 2 自販機2 16,102 15,926 176 101.11%

当初
予算

16,100 0 109 自販機109 16,209 16,209 0

決算 16,100 0 0 自販機0

当初
予算

16,100 0 111 自販機111 16,211

16,100 15,848 252 101.59%

当初
予算

16,398 0 114 自販機114 16,512

16,211

16,512 0

決算 16,398 0 0 自販機0 16,398 16,229 169 101.04%

＜備 考＞

※支出に納付金が含まれる場合、その内数

令和元年度 前年度 前々年度

令和元
年度



８．苦情・要望等 該当なし

件

件

件

件

件

件

件

件

※指定管理者に起因するものを記載。その他、苦情・要望への対応を行ったものを記載。

９．事故・不祥事等 該当なし

※随時モニタリングを実施した場合は必ずその内容を記載。

※過去に発生したものでも、新たな対応等を実施した場合には、その内容を記載。

※なお、大きな事故・不祥事について改善勧告を行わなかった場合は、その理由を併せて記載。

10．労働環境の確保に係る取組状況

分野 報告件数 概要 対応状況

施設・設備

職員対応

①
②
③
④
⑤
⑥

職場環境 無

事業内容

その他

※指摘事項は、県による監査（包括外部監査含む）又は労働基準監督署によるものとし、有とした場合は備考
欄に概要を記載。

職員の配置体制 無

労働時間 無

確認項目 指摘事項の有無 備考

法令に基づく手続き 無

発生日

①発生時の詳細な状況
②県職員による確認の状況（内容及び実施日を記入）
③その後の経過（現在に至るまでの負傷者の状況、再発防止策等）
④施設に対する問題点の指摘やクレームの有無（有の場合は概要を記入）
⑤原因及び費用負担の有無（費用負担が有の場合は内容および負担者を記入）
⑥記者発表の有無（有の場合はその年月日を記入）


